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春の共済制度募集 好評受付中!春の共済制度募集 好評受付中!

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

西山理事長が神戸大学病院で講演 ２面

研
面
究 ４面保険診療のてびき「歯科訪問診
療における全身管理とその対応」

保険証廃止中止求め厚労省と交渉 ２面

き
で
来
た
つ
も
り
な
の
だ
が
、
時

代
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
の

か
と
酒
を
片
手
に
嘆
い
て
し
ま
う

▼
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
の

歯
科
医
師
会
の
説
明
を
読
ん
で
み

る
。
歯
科
技
工
所
に
イ
ン
ボ
イ
ス

の
発
行
を
促
し
、
技
工
所
と
の
値

引
き
交
渉
の
材
料
に
で
き
る
よ
う

に
読
め
る
。
し
か
し
よ
く
よ
く
調

べ
る
と
、
自
費
収
入
５
千
万
円
以

下
の
歯
科
医
院
、
つ
ま
り
ほ
と
ん

ど
の
歯
科
医
院
は
関
係
な
い
ら
し

い
。
自
費
収
入
１
千
万
円
以
下
は

消
費
税
免
税
だ
し
、
５
千
万
円
以

下
は
簡
易
課
税
で
、
技
工
所
に
イ

ン
ボ
イ
ス
を
求
め
る
必
要
が
な
い

▼
技
工
所
に
は
鬼
の
よ
う
な
制
度

だ
。
歯
科
医
院
の
求
め
で
イ
ン
ボ

イ
ス
を
発
行
す
れ
ば
、
課
税
事
業

者
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
で
さ

え
零
細
の
技
工
所
に
大
き
な
痛
手

で
、
そ
の
上
値
引
き
交
渉
の
材
料

に
使
わ
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。
も

っ
と
も
値
引
き
交
渉
に
使
う
こ
と

自
体
、
独
禁
法
違
反
の
可
能
性
が

あ
る
の
だ
が
、
お
気
づ
き
で
な
い

よ
う
だ
▼
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
お

得
と
い
う
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
釣
ら

れ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作

れ
ば
そ
れ
相
応
の
リ
ス
ク
が
あ
る

の
で
は
？　

こ
れ
も
調
べ
て
み
る

と
、
口
座
紐
づ
け
は
「
給
付
の
受

け
取
り
の
た
め
」
と
言
う
が
今
後

税
や
保
険
料
の
徴
収
に
使
わ
れ
か

ね
ず
、
さ
ら
に
保
険
証
と
紐
付
け

す
れ
ば
健
康
情
報
が
国
に
筒
抜
け

の
上
、
通
帳
と
実
印
と
保
険
証
を

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
出
か
け
る
よ

う
な
も
の
。
物
騒
な
こ
と
こ
の
上

な
い
▼
新
し
い
こ
と
に
は
、
よ
く

よ
く
調
べ
て
納
得
で
き
る
ま
で
手

を
出
さ
な
い
こ
と
だ
。
酔
い
が
急

に
醒
め
て
き
た
。
今
な
ら
ま
だ
止

め
ら
れ
る
。
声
を
上
げ
よ
う
（
酔
）

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
、
何
か
解
ら
な
い

こ
と
が
増
え
て
き
て

い
る
。
新
し
も
の
好

　

政
府
が
健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る
法
案
を
閣
議
決

定
し
、
国
会
に
提
出
し
た
こ
と
を
受
け
、
兵
庫
協
会

は
法
案
撤
回
を
求
め
運
動
を
強
め
て
い
る
。
国
会
議

員
や
厚
労
省
へ
要
請
を
重
ね
る
と
と
も
に
、「
現
行

の
健
康
保
険
証
廃
止
方
針
の
撤
回
」
一
点
を
求
め
る

署
名
（
左
写
真
）
に
と
り
く
む
こ
と
を
決
め
た
。

　

同
法
案
は
保
険
証
廃
止
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
申
請
に
よ
り
「
資
格
確
認

書
」
を
提
供
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
だ
れ
で
も
医
療
が
受
け
ら
れ
る
権
利
を
保
障
し
て

い
る
保
険
証
を
申
請
方
式
と
す
る
こ
と
は
、
国
の
責

任
放
棄
で
あ
る
。
ま
た
、
任
意
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
使
わ
な
い
自
由
を
は
じ
め
と
す
る
基
本

的
人
権
の
侵
害
で
も
あ
り
、
カ
ー
ド
紛
失
・
盗
難
等

の
ト
ラ
ブ
ル
、
個
人
情
報
流
出
な
ど
の
リ
ス
ク
が
拡

大
す
る
。
署
名
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

協
会
で
は
、
４
月
か
ら
６
月
末

ま
で
「
春
の
組
織
強
化
月
間
」

「
共
済
制
度
募
集
」
に
取
り
組

み
、
会
員
数
７
７
３
０
人
の
達
成

を
め
ざ
し
ま
す
（
３
月
20
日
現
在

７
７
０
０
人
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
は
、
医
療
機

関
が
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応
を

　

協
会
・
保
団
連
は
３
月
23
日
、

中
央
要
請
行
動
を
実
施
し
、
今
国

会
に
法
案
が
提
出
さ
れ
た
保
険
証

廃
止
方
針
の
撤
回
や
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
原
則
義
務
化
の
撤
回

を
中
心
に
、
国
会
議
員
へ
要
請
を

行
っ
た
。

　

白
岩
一
心
副
理
事
長
が
参
加

し
、
盛
山
正
仁
（
自
民
）・
桜
井

周
（
立
憲
）・
一
谷
勇
一
郎
（
維

新
）・
宮
本
岳
志
（
共
産
）
各
衆

議
院
議
員
、
山
下
芳
生
参
議
院
議

員
（
共
産
）
と
面
会
し
た
。

　

盛
山
議
員
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
に
つ
い
て

「
誰
も
が
利
用
で
き
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
つ
く
る
と
い
う
点
で
、
ま

だ
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
思
う
」

と
話
し
た
。

　

桜
井
議
員
は
請
願
趣
旨
に
同
意

し
、
保
険
証
廃
止
方
針
の
撤
回
を

求
め
る
署
名
の
紹
介
議
員
を
引
き

受
け
た
。

　

一
谷
議
員
は
「
一
律
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
強
制
に
は
反
対
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
取
得
し
て
い
な

い
人
に
は
資
格
確
認
書
を
発
行
す

る
と
い
う
こ
と
に
で
き
た
」
と
語

っ
た
。

　

宮
本
議
員
は
「
持
た
な
い
人
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
設
け
な
い
と
い
う

法
の
趣
旨
に
反
し
て
、
岡
山
県
備

前
市
の
給
食
費
・
保
育
料
の
無
償

化
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
条
例
の
よ
う
な
事
例
が
起
こ

っ
て
い
る
」
と
し
て
、
今
後
の
運

動
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

山
下
議
員
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
化
に
つ
い
て
「
地
方

で
閉
院
・
廃
院
せ
ざ
る
を
え
な
い

医
療
機
関
の
状
況
が
よ
く
わ
か
っ

た
」「
地
方
創
生
を
言
い
な
が
ら

地
域
医
療
を
脅
か
し
て
い
る
」
と

し
、「
ぜ
ひ
国
会
質
問
で
参
考
に

し
た
い
」
と
応
じ
た
。

　

同
日
に
は
保
険
証
廃
止
方
針
の

撤
回
を
求
め
る
国
会
内
集
会
が
衆

議
院
議
員
会
館
で
開
か
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
視
聴
・
会
場
合
わ
せ

て
７
０
０
人
余
り
が
参
加
し
た
。

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
診
療
報
酬
上
の
特
例
や

患
者
負
担
軽
減
策
が
、
段
階
的
に

打
ち
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
疲
弊
す
る
医
療
機
関
を
一
層

苦
し
め
る
も
の
で
、
容
認
で
き
ま

せ
ん
。
昨
年
10
月
に
導
入
さ
れ
た

「
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

２
割
化
」
と
併
せ
て
、
受
診
抑
制

に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
で
の
医
療
崩
壊
の

教
訓
か
ら
、
余
裕
を
持
っ
た
診
療

体
制
を
実
現
す
る
た
め
に
、
診
療

ま
す
。「
開
業
医
の
生
活
と
権
利

を
守
り
、
安
心
・
安
全
の
医
療
の

実
現
」
の
た
め
、
引
き
続
き
運
動

を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
味
違
う
ユ
ニ
ー
ク
な

講
演
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
、
会
員
の
先
生
方
に
大
変
喜
ば

れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
組
織
強
化
月
間
・
共
済

普
及
で
は
「
頼
り
に
な
り
役
に
立

つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
を
す
る
協

会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
新
規
開

業
医
研
究
会
等
各
種
研
究
会
の
開

催
、
保
険
請
求
や
審
査
・
指
導
相

談
、
税
務
・
雇
用
・
開
業
相
談
な

報
酬
の
抜
本
的
引
き
上

げ
、
病
床
削
減
計
画
の

撤
回
、
患
者
負
担
の
軽

減
な
ど
従
来
の
低
医
療

費
政
策
を
根
本
的
に
見

直
す
こ
と
を
求
め
て
い

ど
会
員
の
身
近
な
要
求
も
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
協
会
の
共
済
制
度

は
、
休
業
保
障
制
度
が
入
院
免
責

ゼ
ロ
と
な
る
な
ど
昨
年
８
月
か
ら

大
幅
に
制
度
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

定
評
の
あ
る
保
険
医
年
金
、
新
規

加
入
は
こ
の
時
期
だ
け
の
積
立
年

金
Ｄ
ｅ
ｆ
Ｌ
（
デ
フ
エ
ル
）、
１

億
２
千
万
円
の
大
型
保
障
を
実
現

し
た
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
保
険
、
割

安
の
自
動
車
・
火
災
保
険
を
は
じ

め
と
し
た
損
害
保
険
（
案
内
２

面
）
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
協
会
事
業
が
、
み
な
さ

ま
の
期
待
に
応
え
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
知
り
合
い
の
開
業

医
、
勤
務
医
、
ご
子
弟
に
入
会
を

お
勧
め
く
だ
さ
い
。

　

先
生
方
の
よ
り
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「保険証廃止」法案ストップを!「保険証廃止」法案ストップを!
今号同封の署名にご協力ください今号同封の署名にご協力ください

白岩副理事長（①右）の要請を受
ける盛山（①左）・桜井（②左）・
宮本（③右）・山下（④右）各議員

〝マイナンバーカード
　　　　 強制は違法〟

３／23　国会議員へ保険証廃止の撤回などを要請３／23　国会議員へ保険証廃止の撤回などを要請

オンライン署名
はこちらから！

名前、メールアド
レス、市町を入力
するだけで簡単！

●①

●②

●③

●④

組織部長
宮武　博明

４月～６月４月～６月
春春のの組織強化月間組織強化月間

組
織
を
大
き
く
し

さ
ら
に
頼
り
に
な
る
協
会
に

共
済
加
入
・
増
口
な
ど
ご
検
討
く
だ
さ
い

　本号に署名用紙とリーフレットを同封しています。
　まずは院長先生、ご家族、職員の皆さまで署名いただき、同封の
返信用封筒で至急ご返送ください。
　あわせて、患者さんにも、署名への協力を呼びかけていただきま
すようお願いします。
　署名用紙の追加ご注文は、☎078－393－1807まで。

署名用紙のご注文は、
 ☎078－393－1809まで

「保険でより良い
　歯科医療求める」
　署名へご協力を！

春の共済制度募集 好評受付中!春の共済制度募集 好評受付中!

２面に案内２面に案内

〈お願いしたいこと〉

保険医年金・休業保障・グループ保険



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０３４号 （２）２０２３年(令和５年)４月５日(毎月３回５・15・25日発行)

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
新型コロナも手厚く保障

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

ビジネスキーパーの休業損害補償
天災や火災、新型コロナによる休業損害に

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

サイバー保険もお問い合わせください！

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

ドクターに最適を提供します
春の共済募集　　
好評受付中！

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

永
井
利
三
郎
先
生

準
会
員　

小
児
科

３
月
９
日 

享
年
73
歳

吉
田　
　

浩
先
生

神
崎
郡　

内
科
・
外
科

３
月
１
日 

享
年
65
歳

中
井　
　

裕
先
生

灘
区　

内
科

２
月
16
日 

享
年
84
歳

松
田　

眞
一
先
生

東
灘
区　

耳
鼻
咽
喉
科

２
月
７
日 

享
年
74
歳

　

３
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
神
戸

大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
協
会
会

員
）
の
保
険
診
療
に
関
す
る
院
内

講
習
会
で
、
西
山
裕
康
協
会
理
事

長
が
「
レ
セ
プ
ト
審
査
と
そ
の
対

策
―
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
主

催
は
同
病
院
の
保
険
委
員
会
（
丹

生
健
一
委
員
長
／
耳
鼻
咽
喉
・
頭

頸
部
外
科
教
授
）
で
、
医
師
や
看

護
師
、
事
務
職
な
ど
１
２
７
人
が

会
場
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し

た
。
同
講
習
会
へ
の
講
師
派
遣

は
、
２
０
１
８
年
、
２
０
１
９
年

に
続
き
３
回
目
。

　

講
演
で
西
山
理
事
長
は
、
協
会

画
」
の
内
容
、
対
面
診
療
と
の
組

み
合
わ
せ
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
た
ほ
か
、
保
険
診
療
で
認
め
ら

れ
て
い
る
範
囲
や
算
定
要
件
も
説

明
し
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
眞
庭
謙

昌
病
院
長
が
謝
辞
と
と
も
に
減
点

対
策
へ
の
抱
負
な
ど
を
述
べ
た
。

に
寄
せ
ら
れ
た
審
査
・

減
点
相
談
の
な
か
か
ら

復
活
事
例
に
つ
い
て
、

再
審
査
請
求
時
の
コ
メ

ン
ト
記
載
の
要
点
と
と

も
に
紹
介
。
レ
セ
プ
ト

「
摘
要
」
欄
へ
の
診
療

内
容
の
医
学
的
コ
メ
ン

ト
や
傷
病
名
の
整
理
な

ど
、
減
点
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
対
策
な
ど
も

解
説
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に

つ
い
て
は
、
厚
労
省
の

指
針
に
沿
っ
て
「
診
療

前
相
談
」
や
「
診
療
計

減点やオンライン診療減点やオンライン診療
対策のポイントを解説対策のポイントを解説

小学校入学前までの小学校入学前までの
 医療費無料化！ 医療費無料化！

西山理事長が神戸大学病院で講演

大学病院の医師、看護師、事務職ら127人に解説した

　

尼
崎
市
は
７
月
か
ら
小
学
校
入

学
前
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の

医
療
費
を
無
料
に
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
２
年
連
続
の
改
善
で
、

協
会
尼
崎
支
部
の
要
求
が
一
部
実

現
し
た
。

　

前
進
の
背
景
に
は
、
協
会
尼
崎

支
部
と
尼
崎
社
会
保
障
推
進
協
議

会
（
尼
崎
社
保
協
、
会
長
：
綿
谷

茂
樹
協
会
尼
崎
支
部
長
）
の
粘
り

強
い
運
動
が
あ
る
。

　

尼
崎
社
保
協
は
２
０
２
１
年
に

中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
求
め
て
署
名
１
万
５
千
筆
を
市

議
会
に
提
出
し
、
市
は
22
年
度
か

ら
制
度
を
一
部
改
善
し
た
。
し
か

し
、
負
担
が
無
料
と
な
る
対
象

は
、
わ
ず
か
数
パ
ー
セ
ン
ト
（
市

民
税
非
課
税
世
帯
）
で
あ
っ
た
た

め
、
中
学
卒
業
ま
で
の
す
べ
て
の

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
求
め
、

新
た
な
署
名
運
動
を
始
め
た
。

　

協
会
尼
崎
支
部
は
ポ
ス
タ
ー

（
写
真
）
を
作
成
し
会
員
に
活
用

を
呼
び
か
け
る
、
高
原
周
治
支
部

幹
事
が
ラ
ジ
オ
関
西
番
組
「
医
療

知
ろ
う
！
」
で
市
民
に
呼
び
か
け

る
な
ど
幅
広
い
運
動
を
展
開
し
て

き
た
。
尼
崎
市
医
師
会
が
22
年
７

月
に
「
躊
躇
な
く
医
療
機
関
に
受

診
で
き
る
よ
う
に
、
無
償
化
の
た

め
の
予
算
を
確
保
し
て
継
続
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
要
望
書
を

市
長
に
提
出
す
る
な
ど
無
料
化
を

求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
昨
年
11
月
の
市

長
選
挙
で
高
校
３
年
生
ま
で
の
無

料
化
を
掲
げ
た
松
本
眞
市
長
が
当

選
。

　

協
会
尼
崎
支
部
と
尼
崎
社
保
協

は
市
議
会
や
市
へ
の
要
請
を
重

ね
、
今
年
２
月
に
は
市
が
「
市
の

財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
持
続

可
能
な
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
」
な
ど
と
制
度
改
善
に
前
向

き
な
回
答
を
し
て
い
た
。

　

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の

動
き
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
お

り
、
協
会
尼
崎
支
部
と
尼
崎
社
保

協
で
は
さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
引

き
続
き
運
動
を
続
け
て
い
く
。

支部と社保協の運動で支部と社保協の運動で

　

歯
科
部
会
は
３
月
12
日
、
協
会

会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
定
例
研

究
会
「
今
か
ら
始
め
る
！
新
し
い

嚥
下
障
害
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

を
開
催
。
神
鋼
記
念
病
院
耳
鼻
咽

喉
科
部
長
の
浦
長
瀬
昌
宏
先
生
を

講
師
に
、
73
人
（
来
場
29
人
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
44
人
）
が
参
加
し
た
。
橋

本
福
治
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

高
齢
化
が
進
み
嚥
下
障
害
が
今

後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
療
養
型
病
床
・
特
養
で

は
嚥
下
障
害
患
者
は
多
い
で
す

が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
た

め
胃
ろ
う
や
経
鼻
栄
養
に
移
行
し

や
す
く
、
数
字
の
上
で
は
老
衰
に

よ
る
死
亡
が
増
え
て
き
て
い
ま

下
障
害
は
、
指
示
が
通
り
に
く
く

治
療
は
困
難
な
こ
と
が
多
い
で

す
。
ま
た
健
常
者
で
も
多
く
の
人

が
嚥
下
機
能
は
低
下
し
て
い
る
の

で
早
く
か
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

有
効
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

健
常
者
で
は
口
腔
機
能
が
低
下

し
て
い
て
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

意
味
を
理
解
し
て
そ
こ
か
ら
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
高
度
な

訓
練
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

歯
科
は
医
科
と
異
な
り
、
少
な

い
と
は
い
え
予
防
に
口
腔
機
能
低

下
の
保
険
点
数
が
付
い
て
い
る
の

で
取
り
組
み
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
予
防
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

医
療
関
係
者
で
な
く
て
も
参
加
で

き
る
の
で
、
地
域
で
も
活
動
で
き

そ
う
で
す
。

　

相
互
実
習
で
は
、
考
え
な
が
ら

嚥
下
を
行
う
、
力
を
入
れ
て
飲
み

込
む
よ
う
に
す
る
、
喉
頭
を
上
げ

た
ま
ま
止
め
る
な
ど
、
嚥
下
に
予

備
力
を
付
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

を
学
び
ま
し
た
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
か
ら
、
歯

科
と
は
ま
た
異
な
っ
た
視
点
で
の

嚥
下
を
学
び
、
明
日
か
ら
の
診
療

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
姫
路
市
・
歯
科　
橋
本　

福
治
】

す
。

　

食
べ
る
三

つ
の
動
作

（
摂
食
、
咀

嚼
、
嚥
下
）

の
う
ち
嚥
下

の
み
が
介
助

で
は
解
決
し

な
い
の
で
、

本
人
の
意
思

で
嚥
下
能
力

を
改
善
さ
せ

る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
老

化
に
よ
る
嚥

尼
崎
支
部
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー

歯科定例研究会

嚥下障害予防
トレーニングで
のどを元気に

感
想
文

　

３
月
16
日
、
協
会
は
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
と
今
国
会
で

関
連
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
保

険
証
の
原
則
廃
止
の
問
題
に
つ
い

て
厚
労
省
交
渉
を
実
施
。
協
会
か

ら
森
岡
芳
雄
副
理
事
長
ら
が
、
総

務
省
や
デ
ジ
タ
ル
庁
、
厚
労
省
か

ら
担
当
官
が
参
加
し
た
。

　

協
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
や
保
険
証
廃
止
に
つ
い
て

反
対
で
あ
る
立
場
を
明
確
に
し
た

上
で
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
交

渉
を
行
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入

の
原
則
義
務
化
の
経
過
措
置
で
昨

年
末
ま
で
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を

申
し
込
み
、
今
年
２
月
末
ま
で
に

シ
ス
テ
ム
事
業
者
と
契
約
締
結
を

行
え
ば
、
最
大
42
・
９
万
円
の
補

助
金
が
受
け
取
れ
る
が
、
シ
ス
テ

ム
事
業
者
が
繁
忙
で
、
契
約
さ
え

も
結
べ
な
い
医
療
機
関
が
多
数
に

上
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
で
も
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
「
申
込
確
認

書
」
の
発
行
を
受
け
ら
れ
れ
ば
、

契
約
し
た
と
み
な
す
と
の
見
解
を

厚
労
省
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
て

い
た
が
、
協
会
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
以
外
の

事
業
者
の
場
合
も
同
様
の
措
置
を

と
る
べ
き
と
要
求
。
厚
労
省
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
以
外
の
シ
ス
テ
ム
業
者
と

の
契
約
に
つ
い
て
も
、
２
月
28
日

以
前
に
契
約
し
た
も
の
と
み
な
せ

る
書
類
の
発
行
を
受
け
ら
れ
れ

ば
、
満
額
補
助
の
対
象
と
す
る
と

回
答
し
、
協
会
の
要
望
に
応
え

た
。

　

ま
た
、
協
会
は
、
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
申
し
込
ん
だ
も
の
の
経
過

措
置
で
事
実
上
免
除
さ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
厚
労

省
が
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
返
却
や

キ
ャ
ン
セ
ル
を
受
け
付
け
な
い
問

題
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。
厚
労

省
は
、「
申
込
当
月
中
で
あ
れ
ば

キ
ャ
ン
セ
ル
と
返
却
を
認
め
る
。

必
要
な
い
場
合
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
当
該
ペ
ー
ジ
か
ら
無
償
譲
渡

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
必
要
な

け
れ
ば
保
管
し
て
お
い
て
も
よ

い
」
と
回
答
し
た
。

　

最
後
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
し
な
い
人
の
資
格
確
認

を
行
う
「
資
格
確
認
書
」
に
つ
い

て
問
う
た
と
こ
ろ
、
券
面
に
つ
い

て
厚
労
省
は
「
今
の
と
こ
ろ
、
氏

名
・
生
年
月
日
、
被
保
険
者
等
記

号
・
番
号
、
保
険
者
情
報
等
を
想

定
し
て
い
る
」
と
回
答
。
ま
た
、

発
行
に
つ
い
て
は
、「
現
在
、
厚

労
省
内
部
で
は
被
保
険
者
及
び
被

扶
養
者
の
資
格
取
得
時
に
チ
ェ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
で
資
格
確
認
書
の
交

付
希
望
を
問
う
よ
う
な
形
を
検
討

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
法

改
正
後
、
具
体
的
な
こ
と
を
定
め

る
の
は
健
康
保
険
法
施
行
規
則
で

あ
り
、
時
期
的
に
も
内
容
的
に
も

混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

協
会
に
は
連
日
、
会
員
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
や
保
険
証
廃
止

に
関
す
る
質
問
や
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
と
保
険
証
原

則
廃
止
の
中
止
を
求
め
る
と
と
も

に
、
少
し
で
も
制
度
が
改
善
さ
れ

浦長瀬先生（中央）の指導のもと参加者同士で
嚥下のトレーニング実習を行った　　　　　　

る
よ
う
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
厚

労
省
等
政
府
に
も
働
き
か
け
を
継

続
し
て
い
く
。

〝
保
険
証
廃
止
は
国
民
皆
保
険
を
壊
す
〞

〝
保
険
証
廃
止
は
国
民
皆
保
険
を
壊
す
〞

厚
労
省
と
保
険
証
廃
止
・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
中
止
求
め
交
渉

尼崎市
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京
都
大
学
名
誉
教
授
で
、
現
在

Ｌ
Ｈ
Ｓ
研
究
所
所
長
の
福
島
雅
典

先
生
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ

コ
ブ
病
の
論
文
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
保
険
医

協
会
の
メ
ン
バ
ー
各
位
と
共
有
し

た
く
思
い
投
稿
し
ま
す
。

論
文
名　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
に
発
生
し
た
26
例
の

新
型
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ

ブ
病
（
人
間
版
狂
牛
病
）
の
緊
急

報
告　

Emergence of a new 
Creutzfeldt-Jakob disease: 

26 
cases of the human version 

of m
ad-cow disease, days 

after a COVID
-19 injection

International Journal of 
Vaccine Theory, Practice, 
and Research 2023, 3: 727-
770著
者　

Jean-Claude Perez 
PhD, Claire M

ozet-Chalmin 
M
D, Luc M

ontagnier M
D

所
属　

L
uc M

ontagnier 
Foundation

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
研
究
で
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
ル
ー
ス
・
モ

ン
タ
ー
ニ
ュ
が
創
設
し
た
財
団
）

内
容　

プ
リ
オ
ン
病
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
狂
牛
病
・
ク
ロ
イ
ツ
フ

ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
（
Ｃ
Ｊ
Ｄ
）

は
従
来
数
十
年
か
け
て
死
に
い
た

る
脳
の
感
染
性
変
性
疾
患
で
あ

る
。
著
者
ら
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
、
モ

デ
ル
ナ
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
（
１

例
の
み
）
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、

平
均
11
・
３
日
で
発
症
し
た
26
例

の
Ｃ
Ｊ
Ｄ
を
報
告
し
た
。
こ
れ
ら

の
例
は
従
来
の
Ｃ
Ｊ
Ｄ
に
く
ら
べ

て
極
め
て
急
速
に
進
行
す
る
た

め
、
そ
の
経
時
的
変
化
に
注
目
し

て
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
の
ま
と
め

か
ら
、
こ
の
新
し
い
劇
症
型
Ｃ
Ｊ

Ｄ
の
原
因
病
理
的
批
判
（
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
可
能
性
）
が
解
明
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
当
初
詳
細

に
調
査
さ
れ
た
例
で
は
、
明
ら
か

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
生
じ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
26
例
を

ま
と
め
た
。
死
に
至
る
経
過
が
早

い
た
め
、
多
く
の
未
診
断
の
新
型

Ｃ
Ｊ
Ｄ
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

２
０
２
１
年
に
は
26
例
中
20
例
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
４
・
76
カ
月
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
８

例
で
は
Ｃ
Ｊ
Ｄ
の
急
速
な
症
状
悪

化
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

２
０
２
２
年
６
月
の
時
点
で
は
さ

ら
に
５
例
亡
く
な
っ
て
、
生
存
者

は
１
名
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
論
文
の
付
録
に
詳
細
が
あ

る
よ
う
に
、
著
者
の
研
究
室
で
は

武
漢
タ
イ
プ
のSARS-CoV-2

ウ

イ
ル
ス
お
よ
び
そ
の
ワ
ク
チ
ン
の

ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
の
遺
伝
子
配

列
の
中
に
プ
リ
オ
ン
と
同
様
の
配

列
を
発
見
し
て
い
た
。
そ
の
塩
基

配
列
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
種
で
は

消
失
し
て
い
た
の
で
、
今
回
の
新

型
Ｃ
Ｊ
Ｄ
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は

何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

著
者
ら
は
頻
度
こ
そ
少
な
い

が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
ワ
ク
チ
ン

で
は
、
全
く
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
新
型
Ｃ
Ｊ
Ｄ
が
発
症
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
周
知

す
る
必
要
が
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
極
め
て
衝
撃
的
で
あ

り
、
今
後
わ
が
国
で
も
こ
の
よ
う

な
副
作
用
が
起
こ
っ
て
い
る
か
ど

う
か
の
調
査
が
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

員員 稿稿
会 投

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

発
症
の
危
険
性

西
宮
市　
　

半
田　

伸
夫

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
で

―
お
願
い
ベ
ー
ス
と
い
う
病
院
で
の
マ
ス
ク
着
用
―

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と

日
本
国
憲
法
違
反

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

中
央
区　
　

徐　
　

昌
教

　

５
月
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
感

染
症
が
５
類
へ
変
更
さ
れ
る
こ
と

に
先
だ
ち
、
３
月
13
日
か
ら
「
マ

ス
ク
の
着
用
の
判
断
は
本
人
の
自

主
的
な
意
思
で
、
本
人
の
意
思
に

反
し
て
マ
ス
ク
の
着
脱
を
強
い
な

い
よ
う
に
」
と
の
方
針
が
厚
生
労

働
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
同
時

に
、
日
本
医
師
会
か
ら
は
診
療
所

に
お
い
て
「
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー

が
フ
ァ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
き
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
感
染
症
は
、

症
状
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
で

あ
る
が
、
感
染
力
は
き
わ
め
て
高

い
。
そ
の
た
め
、
５
類
に
変
更
に

な
っ
た
後
で
も
、
医
療
機
関
で
の

マ
ス
ク
着
用
の
必
要
性
が
議
論
さ

れ
て
い
た
。

　

多
く
の
人
は
い
わ
ゆ
る
常
識
を

も
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
著
し
く

欠
如
し
て
い
る
人
間
も
い
る
。
回

転
ず
し
店
に
お
け
る
迷
惑
行
為
の

度
重
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
ッ
プ
、
た
ば

こ
の
ポ
イ
捨
て
、
自
転
車
・
自
動

車
運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
閲

覧
、
度
重
な
る
注
意
に
も
か
か
わ

ら
ず
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
で
マ

ス
ク
な
し
の
会
話
を
す
る
人
な
ど

が
そ
れ
に
相
当
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
は
、
常

識
的
に
は
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
考
え
ら

れ
る
不
文
律
で
は
な
く
、
明
確
に

文
章
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
が
必
要
で

あ
る
。

　

今
回
の
国
か
ら
の
お
達
し
に
対

し
て
、
マ
ス
ク
着
用
を
推
奨
さ
れ

て
い
る
病
院
な
ど
で
は
、
常
識
的

な
ほ
と
ん
ど
の
方
は
エ
チ
ケ
ッ
ト

と
し
て
マ
ス
ク
着
用
を
守
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
本
人
の
判
断
と
い

う
こ
と
を
た
て
に
、
お
願
い
ベ
ー

ス
で
あ
る
病
院
な
ど
で
マ
ス
ク
を

は
ず
し
て
会
話
す
る
人
間
も
出
現

す
る
だ
ろ
う
。
施
設
の
責
任
者
が

必
要
と
感
じ
た
ら
、
そ
の
施
設
で

は
「
ノ
ー
マ
ス
ク
は
禁
止
で
あ

る
」
と
明
言
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

も
解
決
し
や
す
い
と
考
え
る
。

　

当
診
療
所
で
は
、「
３
月
13
日

以
降
も
い
ま
ま
で
ど
お
り
ノ
ー
マ

ス
ク
の
人
は
入
室
お
断
り
」
の
張

り
紙
を
し
て
い
る
。

　

「
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
他

国
の
領
土
に
土
足
で
踏
み
込
み
殺

戮
と
破
壊
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
」
と
い
う
記
事
や
「
先
制

攻
撃
し
た
ロ
シ
ア
は
絶
対
悪
」
の

記
事
が
氾
濫
し
て
い
る
。
し
か
し

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ほ
し
い
。
少
々

気
恥
ず
か
し
い
が
、
子
ど
も
の
ケ

ン
カ
の
例
を
挙
げ
て
み
る
。

　

自
分
の
子
ど
も
が
他
校
の
生
徒

と
ケ
ン
カ
し
た
。
子
ど
も
は
「
相

手
が
先
に
殴
っ
て
き
た
」
と
言

う
。

　

そ
の
時
、
親
の
あ
な
た
は
ど
う

す
る
だ
ろ
う
か
？　

ま
ず
、
ど
う

い
う
経
過
で
、
ケ
ン
カ
が
始
ま

り
、
理
由
は
何
か
子
ど
も
に
尋
ね

る
だ
ろ
う
。
ケ
ン
カ
の
状
況
を
見

て
い
た
先
生
や
同
級
生
に
も
尋

ね
、
も
し
会
え
る
な
ら
、
ケ
ン
カ

相
手
の
生
徒
と
両
親
に
も
話
を
聞

く
だ
ろ
う
。
戦
争
と
い
う
極
め
て

重
大
な
事
態
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

常
識
的
で
、
よ
り
慎
重
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
対
す
る
日

本
の
対
応
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

戦
争
当
事
者
で
あ
る
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
が
２
０
２
２
年
３

月
、
日
本
の
国
会
で
オ
ン
ラ
イ
ン

演
説
を
し
た
。
そ
の
内
容
は
こ
う

だ
。

「
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

が
あ
っ
た
２
月
24
日
に
、
日
本
が

す
ぐ
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
」

　

戦
争
し
て
す
ぐ
に
、
日
本
政
府

か
ら
援
助
が
あ
っ
た
と
い
う
。
日

本
の
対
応
の
素
早
さ
に
驚
く
。
８

千
キ
ロ
も
離
れ
た
と
こ
ろ
の
情
報

を
ど
う
収
集
し
た
の
か
？

　

両
者
か
ら
話
を
聞
く
と
い
う
ケ

ン
カ
の
常
識
に
従
う
こ
と
な
く
、

一
方
に
加
担
す
る
こ
と
を
即
決
し

た
。
そ
の
対
応
の
素
早
さ
は
、
戦

争
前
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
加
担
す

る
こ
と
を
決
め
て
い
な
い
限
り
あ

り
得
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
意
向
を

忖
度
し
た
か
、
命
令
さ
れ
た
と
私

は
思
う
。
悲
し
い
か
な
日
本
政
府

が
独
自
に
即
断
し
た
と
は
思
え
な

い
。
ロ
シ
ア
側
か
ら
は
当
然
、
日

本
は
敵
と
み
な
さ
れ
る
。
日
本
政

府
に
は
そ
の
自
覚
さ
え
な
い
。
能

天
気
な
の
だ
。
政
府
と
国
会
議
員

は
こ
の
演
説
に
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
応
え
た
。

　

こ
れ
は
日
本
国
憲
法
の
前
文
に

完
全
に
違
反
し
て
い
る
。
憲
法
前

文
は
、
い
ず
れ
の
国
家
も
、
他
国

を
無
視
し
な
い
と
い
う
政
治
道
徳

の
法
則
を
守
る
こ
と
が
各
国
の
責

務
で
あ
る
と
し
て
、「
…
政
府
の

行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍

が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る

こ
と
を
決
意
し
…
」
と
あ
る
。

　

戦
争
の
片
方
の
国
ロ
シ
ア
を
無

視
し
、
他
方
に
加
担
し
た
政
府

は
、
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
な
く
、
戦

争
に
飛
び
こ
ん
だ
の
だ
。
憲
法

は
、
日
本
が
ど
の
よ
う
な
戦
争
に

対
し
て
も
、
巻
き
込
ま
れ
ず
、
中

立
を
目
指
す
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
拍
手
喝
采
し
た
政
府
・
国
会

議
員
は
即
刻
退
陣
・
辞
任
す
べ
き

で
あ
る
。
軍
事
費
増
大
は
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
軍
備
の
購
入
に
使
わ

れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
と
ロ
シ
ア
兵

の
死
亡
が
増
え
る
結
果
を
生
む
だ

け
だ
。

　

私
に
と
っ
て
は
、「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
兵
の
死
」
と
「
ロ
シ
ア
兵
の

死
」
と
は
等
価
で
あ
る
。
兵
士
は

両
方
の
政
府
の
命
令
で
戦
場
に
駆

り
出
さ
れ
た
犠
牲
者
で
あ
る
。
そ

の
家
族
・
国
民
も
、
同
じ
く
被
害

者
で
あ
り
、
多
く
の
被
害
者
が
日

々
増
え
て
い
く
。
私
は
孫
を
戦
場

に
送
り
た
く
な
い
。

　

多
く
の
国
民
は
、
マ
ス
コ
ミ
の

報
道
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
。
騙
す

方
が
悪
い
が
、
騙
さ
れ
た
者
に
も

責
任
が
あ
る
。
今
必
要
な
の
は
戦

争
反
対
の
声
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
一
方
的
支

援
・
軍
事
費
増
大
を
た
く
ら
む
政

府
に
Ｎ
Ｏ
！
を
突
き
付
け
る
こ
と

で
あ
る
。

　

も
し
日
本
が
こ
の
戦
争
を
仲
裁

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
ら
、

「
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ

る
地
位
を
占
め
た
い
」
と
い
う
日

本
国
憲
法
の
理
想
を
果
た
し
え

た
。
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃

し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
次
の
機
会

を
逃
さ
ぬ
よ
う
に
、
若
い
日
本
人

の
奮
闘
を
期
待
す
る
。

ホイホイ漫画45
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

届く？ 白いページの中に

古い歌
白いページの中に
 柴田まゆみ 　政府は、事故の教訓を忘れ、原発再稼働の加速、

新増設、老朽原発の運転期間の事実上の延長など、
原発の積極的利用推進に舵を切りました。これらの
政策は、電力の安定供給の役に立たず、廃炉、廃棄
物処理問題も解決していません。協会は政府に対し
て原発推進政策の撤回と再生可能エネルギー・省エ
ネの推進を求め、保団連が加盟する原発をなくす連
絡会が呼びかける署名に取り組みます。
　今号に署名用紙を同封していますので、ご返送を
お願いします。患者さんにもお広げください。

環境・公害対策部

「岸田政権の原発推進政策の撤回を
 求める全国署名」へのご協力のお願い

今号に同封今号に同封ご返送ください
ご返送ください
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歯科訪問診療における
全身管理とその対応

　歯科における訪問診療の「楽し
さ」は診療・介護の特殊な環境下
（診療室でない環境）で既往疾患に
直接的あるいは間接的に良い影響を
与えると思われる治療方針を決定
し、変化する既往疾患の病期・病態
に応じて、繰り返し再考することに
あると思います。しかし、そこがま
た訪問歯科診療の難しさでもありま
す。治療方針の決定において、筆者
は（図１）①～⑤を解決することを
優先しています。訪問診療において
は積極的に治療をしない齲蝕や、補
綴を行わない欠損歯もあるかもしれ
ません。

①痛み
　認知機能の低下や神経疾患によ
り、痛みが生じていても言語的に表
現することが困難なため、見落とさ
れることもあります。痛みによる食
事量の低下や、食事時間の延長、普
段より高い血圧などから、義歯性褥
瘡性潰瘍や歯髄炎を発見することも
少なくありません。痛みによる被介
護・療養への悪影響を考慮して積極
的な治療をすすめる必要がありま
す。

②感染
　外来に来られた患者のパノラマ写
真では同時に数本の根尖病巣を認め
ることがあります。ポストコアなど
の存在から感染根管治療が困難なケ
ースも多く、無症状であれば経過観
察という選択をとるケースがあると
思います。
　しかし、訪問歯科診療における患
者では既往疾患に留意した対応が必
要です。例えば、血糖コントロール
不良の糖尿病や、リウマチに代表さ
れる自己免疫疾患に対するステロイ
ドや免疫抑制剤が投与されている場
合は、易感染性による急性増悪の可
能性を加味した対応を検討します。
　また、感染性心内膜炎のような、
慢性の歯性感染がその原因となるケ
ースが想定される場合などでは積極
的な慢性感染巣の除去を考慮しなけ
ればならない時があります。病院で
は熱発の熱源探索として歯科に対診
を求められることも経験します。

③栄養（摂食・嚥下障害）
　摂食・嚥下は先行（認知）期→準

備期→口腔期→咽頭期→食道期の四
つのステージを経て行われます。歯
科では咀嚼やすりつぶしによる食塊
形成を行う準備期、食塊を咽頭へ送
り込む口腔期への維持・改善がおも
なアプローチとなります。
　しかし、それぞれのステージは連
動しており咽頭期を含めた評価と対
応が要求されます。また、現状の嚥
下機能の実力から得られる患者の栄
養状態にも留意する必要がありま
す。当病院において、入院時に行わ
れる簡易栄養スクリーニング検査
（Mini Nutritional Assessment）と
並行して行われた口腔アセスメント
の結果において、歯科治療の必要度
との関係を調べたところ、低栄養状
態になるにつれて歯科治療の必要度
が上がるという結果が得られまし
た。歯科治療が栄養状態の改善に寄
与することが示唆されたものと考え
ています（図２）。
　また、嚥下障害を前提とした、誤
嚥性肺炎予防のための継続的な口腔
ケアも必須となります。

④出血傾向
　観血的治療時の出血傾向の評価だ
けでなく、歯肉炎や重度の口腔乾燥
を伴う口腔粘膜炎などからの自然出
血のリスクに対して、積極的に予防
的な処置を検討することも重要で
す。血小板減少を伴う疾患の有無や
抗血栓薬の内服を把握し、それらが
存在する場合にはより厳密な口腔ケ
ア、歯周管理計画の立案が必要とな
ります。

⑤誤飲・誤嚥
　有病高齢者では、喀出力の低下
や、口腔・咽頭部感覚の閾値の上昇
など、誤飲・誤嚥リスクが高まりま
す。誤飲においては自然排出される
ことが多いですが、誤飲物の形状や
消化管の動きが悪くなっている場合
は長時間体内に滞留したり、摘出を
余儀なくされるケースも存在しま
す。当病院での調査では、口腔アセ
スメントを実施した入院患者989名
において、入院中の異物誤飲が４例
ありました（図３）。
　各症例に共通する項目ではⅰ）75
歳以上、ⅱ）嚥下障害を有してい
る、ⅲ）認知機能低下となっていま
す。着脱を含め自己管理が困難な少

数歯の義歯を使用している場合など
では、適合状態を確認したうえで使
用の適否の判断も必要かもしれませ
ん。

訪問診療における病院歯科の課題
　訪問診療での対応が困難な場合、
入院下での集中的歯科治療などは病
院機能を活かした有効な後方支援で
す。しかし、患者の療養環境や介護
者、施設側の事情に大きく影響され
る訪問診療においては２次医療機関
への紹介、受診の指示という画一的
な病診連携では対応が困難なケース
もあると思われます。少ない情報で
の判断を迫られたり、食支援という

側面からも多様化するニーズに対す
る後方支援としては従来の病診連携
では細やかな対応が十分には行えな
いこともあるのではと考えます。
　病院歯科にはそれぞれに地域に求
められる機能が存在し、その役割も
違います。訪問歯科診療の後方支援
という機能において、訪問診療を実
施することができる病院歯科の存在
は、１次医療機関における訪問診療
の治療の選択肢を増やし、地域との
連携強化の一助となると考えていま
す。
（2022年10月16日、歯科訪問診療対
策研究会・特別講演より）

①痛み
②感染（慢性炎症・慢性感染巣を許容できるかどうか）
③栄養（摂食・嚥下障害）
④出血傾向（歯肉炎などによる自然出血）
⑤誤飲・誤嚥（義歯、補綴物、充填物、歯）

図１　既往疾患に直接的・間接的に影響を及ぼす歯科的有害事象

図２　栄養状態別　歯科介入の必要度

図３　口腔アセスメント時に把握した動揺、義歯不適合と誤飲との関係

栄養良好群 軽度低栄養群 重度低栄養群 計
口の状況：不良 130 33 144 307
口の状況：良好 446 54 43 543

不良
22.6％ 不良

37.9％
不良
77.0％

良好
23.0％

良好
62.1％

良好
77.4％

栄養良好群
（576人中）

軽度低栄養群
（87人中）

重度低栄養群
（187人中）

歯の動揺 義歯不適合

116例 116例中
3例誤飲

31例中
1例誤飲

31例

●口腔アセスメント実施数：989例
●誤飲：４例（歯３例、義歯１例）
●誤嚥：０例

　10月８日（日）～９日（月・祝）に東京・都市センターホテルで開
催される「第38回医療研究フォーラム」の分科会・ポスターセッシ
ョンの演題を募集いたします。
　日常診療での工夫や研究内容など発表したいテーマをお寄せくだ
さい（発表８分＋質疑４分、スライド枚数上限15枚程度）。
　締め切りは６月30日（金）。①口頭発表用データ、②オンデマンド
配信用データ、③抄録原稿（800字程度）の作成をお願いします。

演題募集要項の請求・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

第38回保団連医療研究フォーラム第38回保団連医療研究フォーラム
演題募集のご案内演題募集のご案内


